
ボーリング柱状図

調 査 名 モ ノ レ ー ル 千 葉 公 園 駅 舎 昇 降 機 設 置 地 質 調 査 業 務 委 託

事業・工事名

ボーリング名 N o . 1 調査位置 千 葉 市 中 央 区 弁 天 3 丁 目 地 内 外 北 緯

東 経発 注 機 関 千 葉 市 都 市 局 建 築 部 営 繕 課 調査期間 平成 2 2年  2月  5日  ～ 2 2年  2月  6日

調 査 業 者 名 主任技師
現 場
代 理 人

コ ア
鑑 定 者

 
ボｰリング
責 任 者
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機
種

試 錐 機 ロータリー式オイルフィード
ハンマー
落下用具

半 自 動 落 下

エンジン 水 冷 式 デ ィ ー ゼ ル ポ ン プ ピ ス ト ン タ イ プ総 掘 進 長  15.45m
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事

表層はインターロッキング舗装。
深度0.6mまで砕石。

山砂を主体とする。

ローム片が点在する。

埋
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均質である。
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ボーリング柱状図

調 査 名 モ ノ レ ー ル 千 葉 公 園 駅 舎 昇 降 機 設 置 地 質 調 査 業 務 委 託

事業・工事名

ボーリング名 N o . 2 調査位置 千 葉 市 中 央 区 弁 天 3 丁 目 地 内 外 北 緯

東 経発 注 機 関 千 葉 市 都 市 局 建 築 部 営 繕 課 調査期間 平成 2 2年  2月  4日  ～ 2 2年  2月  5日

調 査 業 者 名 主任技師
現 場
代 理 人

コ ア
鑑 定 者

ボｰリング
責 任 者
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試 錐 機 ロータリー式オイルフィード
ハンマー
落下用具

半 自 動 落 下

エンジン 水 冷 式 デ ィ ー ゼ ル ポ ン プ ピ ス ト ン タ イ プ総 掘 進 長  17.45m
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表層はインターロッキング舗装。
深度0.8mまで砕石。

以深、ロームを主体とする。

砂が部分的に混入する。

埋

土

暗

茶

褐

全体に均質である。

粘性中位～大位である。
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炭化物を混入する。
砂分を多く含む。
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の

砂の粒径不均一である。
含水中位である。
炭化物を混入する。
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砂の粒径不均一である。

含水中位である。
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	＊　モノレール千葉公園駅舎昇降機設置地質調査業務委託No2



